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＜委員意見の趣旨＞

リスク想定の記載に関する補足意見

○通常想定をしない早期の段階でのリスク想定であり、ただちに改定に至ることはないことがわかるよう表現
○法令等の改定リスクに限らず、受け手（市民等）に不要な不安感等を与えないように、リスクに関する情報が

わかりやすく伝わるよう留意
○以上のことが適切に実施されるようルール化

＜方針案＞
・本件は、法令等の改定リスクについて早期の段階からリスクを想定する特殊な事例である。

・しかし、その他のリスク想定についても、リスク管理表の記載によっては市民等に誤解を与えることもある。

・したがって、一般的な内容として以下のルールをガイドラインへ追記する。

「想定内容の記載にあたっては、公表等を念頭に置き、リスクに関する情報が市民等へ
わかりやすく伝わるような表現とすること」

リスク評価・明示の方法検討（法令・基準等の改定リスク等）

＜第12回会議での委員意見＞

・阪急連立事業では、過去の別事業での落橋事故により事業費を変更した
ことを踏まえ、改めて法令・基準等の改定リスクを想定した。

・改定は実施されておらず内容不明のため、影響額は「－」(試算不可)

・今後改定があれば工事全体に関わるため、金額的影響度は「高」

・このような事案の運用について、前提条件や考え方の明示など
記載についてなんらかルールがあった方がいいのでは。

市政改革室

想定リスク 事業費内訳 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスク評価

積算内容・金額（うち市費） ①
コント

ロール
想定内容・影響額（うち市費）

大分類：工事費の増加

中分類：不確定事象の発生

小分類：法令又は基準又は規制等の改

定

　新名神落橋事故を踏まえた橋梁架設の

安全対策に伴う事業費増加

【積算内容】

　令和３年度に実施した事業計画の見

直しにおいて、橋梁架設等の安全対策強

化に必要な事業費を見込んでいる。

【内訳】

　381億円（157億円）

高 否

　令和3年度に実施した事業計画の見直しにおい

て、橋梁架設の安全対策強化に必要となる事業

費を見込んでいるが、今後新たな基準改定が発

生する可能性はある。

【想定内容】

　基準改定による影響は工事全体にかかわること

とから、工事費への影響は大きい。

　ただし、改定される基準の内容や、対象物等に

より本工事への影響は大きく変化するため、影響

額の試算は不可。

【影響金額】

　　－　億円（－億円）

大-中-小分類

または

想定リスクの内容

金額的影響度

法令等の改定リスク顕在化までの流れ(例)

国の検討等、改定に係る動きなし → 改定に係る動きを確認 → 国の検討等の進行 → 改定内容確定 → 改定(リスク顕在化)

↑ 阪急連立事業はこの段階
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• 上記のほか、想定内容の記載にあたっては、公表等を念頭に置き、

リスクに関する情報が市民等へわかりやすく伝わるような表現とすること

既存頁

追

記

(案)
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（記載例）法令等の改定リスクを、早期の段階から想定する場合

ガイドライン外

令和Ｘ年度に行われた基準改定に伴い必要と
なった追加工事について、令和Ｙ年度事業計画
見直しの際に事業費に算入済みだが、今後も新
たな基準改定が行われる可能性がある。

【想定内容】
基準改定による影響は工事全体にかかわること
から、工事費への影響は大きいと考えられる。
ただし、現時点ではまだ改定に向けた国の検討
等の実際の動きがあるものではなく、改定内容の
想定ができないため、影響額の試算は不可。

【影響額】
ー 億円（ ー 億円）
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